
伯耆町地域福祉推進プランの取組状況の概要

取組数 完了 実施 検討 未実施 中止 取組数 完了 実施 検討 未実施 中止

基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり 51 0 51 0 0 0 51 0 51 0 0 0

（１）総合的な相談体制の充実 12 0 12 0 0 0 12 0 12 0 0 0

（２）情報発信・情報共有の充実 7 0 7 0 0 0 7 0 7 0 0 0

（３）福祉サービスの充実 11 0 11 0 0 0 11 0 11 0 0 0

（４）権利擁護の推進 11 0 11 0 0 0 11 0 11 0 0 0

（５）配慮が必要な人への支援 10 0 10 0 0 0 10 0 10 0 0 0

46 0 42 0 4 0 46 0 44 2 0 0

（１）地域福祉意識の高揚 7 0 7 0 0 0 7 0 7 0 0 0

（２）福祉ボランティア活動の推進 8 0 6 0 2 0 8 0 7 1 0 0

（３）小地域福祉ネットワーク活動の推進 10 0 10 0 0 0 10 0 10 0 0 0

（４）福祉活動への支援 7 0 6 0 1 0 7 0 6 1 0 0

（５）社会福祉協議会との連携強化 4 0 4 0 0 0 4 0 4 0 0 0

（６）災害時の防災体制の充実 10 0 9 0 1 0 10 0 10 0 0 0

19 0 18 1 0 0 19 0 18 1 0 0

（１）地域における交流活動の充実 10 0 10 0 0 0 10 0 10 0 0 0

（２）社会参加・生きがいづくりの推進 4 0 4 0 0 0 4 0 4 0 0 0

（３）外出しやすい環境の整備 5 0 4 1 0 0 5 0 4 1 0 0

116 0 111 1 4 0 116 0 113 3 0 0

0% 96% 1% 3% 0% 0% 97% 3% 0% 0%
合計

基本目標
R4年度の実施状況 R5年度の実施見込み

基本目標2 支え合いの地域づくり 　

基本目標3 いきいきと暮らせる環境づくり

資料１
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「検討」「未実施」の取り組み内容

所管

主要な施策（２）福祉ボランティア活動の推進

社会福祉
協議会

未実施 実施

社会福祉
協議会

未実施
（コロナ）

検討

主要な施策（４）福祉活動への支援

社会福祉
協議会

未実施 検討

主要な施策（６）災害時の防災体制の充実

社会福祉
協議会

未実施 実施

主要な施策（２）福祉ボランティア活動の推進

社会福祉
協議会

検討 検討

分野別ボランティア養成講座の開催を検討し、ニー
ズに応じたボランティア人材を育成していく。

各団体間の交流や連携が促進できるような場の検
討をしていく。

今後の取り組み方針取組み事項 令和4年度の取り組み内容

移動手段の確保

　伯耆町地域福祉推進プランは、基本理念を『 住民主役の誰もが安心して暮らせるまちづくり 』として、本町の地域福祉の方向性として設定する「地域共生社会の実現」を目
指し令和4年度から令和8年度までを計画期間として取り組んでいます。このプランは以下のように3つの「基本目標」と、この達成のために取り組む14項目の「主要な施策」が
あり、これらを具体的に実施するため各所管が行う取組み内容の数は116件になります。
　令和4年度の取り組み状況と令和5年度の実施見込みの概要は次のとおりとなります。116件の取組み内容の内、令和4年度実施状況では111件が「実施」状態にあり、令
和5年度ではこれが113件となりました。一方、令和4年度実施状況では「検討」1件、「未実施」4件となっていて、これが令和5年度実施見込みでは「検討」3件、「未実施」0件と
なりました。

基本目標３　生き生きと暮らせる環境づくり

ボランティアセンターの充実とネットワークづ
くり

継続的な取り組みへの支援

継続的な取り組みへの支援

団体間の交流・連携の促進

生活支援コーディネーターと連携して取
り組んでいる「お互い様ネット」で他の福
祉課題とともに共助交通について体制づ
くりやにニーズの高い地域でのモデル事
業を行うことが可能かなどの検討を行っ
た。

当面、継続して検討していく。事業化は現在未定。

ボランティア情報の提供、収集を行った。
・広報紙でゆるっとボランティアの紹介と
募集
・ボランティアセンターだより　R4未実施

ボランティア養成講座を開催している
が、コロナ禍によりR4年度は未実施。

団体間の交流・連携の促進はR4年度未
実施。

ボランティアセンターの整備はR4年度は
未実施。

基本目標２　支え合いの地域づくり

災害ボランティア研修を開催し、まずは災害ボラン
ティアについての理解を促進していく。

ボランティアセンターだより、広報紙を活用して住民
にボランティア情報を周知していく。
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

主要な施策（１）総合的な相談体制の充実

福祉課

福祉に関する相談窓口として、法制度等に基づき
生活困窮者、障がい者、児童、ひとり親などの相談
に対応した。

必要に応じ課の相談機能を充実し
ていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

地域包括支援センターで3職種により専門的相談
に対応した。
《相談件数》
・介護保険、その他サービスに関すること　792件
・権利擁護に関すること　3件
・高齢者虐待に関すること　6件
・認知症に関すること　175件
・その他　55件
　　　　　　　　　　合計1,031件

高齢者が住み慣れた場所で安心し
て暮らしていくために、介護だけで
なく、福祉や医療、成年後見制度な
どさまざまな制度を組み合わせて、
総合的に支援していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

各種相談窓口を継続して設置した。
・生活困窮自立支援事業
・各種地域福祉事業
・介護・障害サービス事業
これ以外の相談も受け付け、必要な相談先につな
いだ。

現在の相談窓口を引き続き設置す
るとともに、本会では対応できない
相談は適切な支援機関につないで
いく。 実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

各分野の研修会等に参加し、専門知識や相談スキ
ルの向上に取り組んだ。

引き続き研修に参加し相談スキル
の向上に取り組む。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

南部箕蚊屋広域連合が行う各種研修に積極的に
参加した。
・地域包括支援センター職員研修会（初任者向け、
介護予防ケアマネジメント）　2人
・課題別研修会　1人
・認知症初期集中支援チーム員研修　2人
・介護専門職研修　1人

引き続き各種研修会に参加し、専
門的知識や相談スキルの向上に取
り組む。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

相談援助技術向上のため各相談関係の研修会に
参加した。

今後も研修会等に参加して職員の
スキルアップに努める。 実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

子ども家庭総合支援拠点など新たに設置した相談
窓口を広報紙、ホームページ、チラシ等で周知し
た。

引き続き各種相談窓口の効果的な
周知を行えるよう取り組む。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

広報ほうきに相談窓口に関する記事を掲載した。
4回（8・11・12・2月号）

継続して専門職が連携し、介護保
険だけでなく様々な制度を活用し、
高齢者を総合的に支援していること
を周知していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

相談窓口を広報紙、ホームページ、チラシ等で周
知した。

引き続き相談窓口を周知していく。

実施 実施 実施 実施 実施

総
合
的
な
相
談
体
制
の
充
実

分野別相談窓口
の強化

相談窓口の周知

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容

具体的な施策

施策 備　考

◆支援を必要とする人が、必要
な時に、必要な相談窓口につな
がることができるように、各相
談窓口が住民に充分浸透するよ
う効果的な周知を行います。

◆各分野で高度化、多様化する
福祉相談に的確に対応するた
め、必要な相談窓口を整備する
とともに、各窓口で利用者の立
場に寄り添える相談体制を推進
します。

◆様々な相談内容に対応できる
よう各種研修への参加等により
職員のスキルアップを図り、分
野別相談窓口の強化を図りま
す。

㋔数値目標及び目標達成状況

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

福祉課

相談窓口や関係する機関が円滑に連携できるよう
以下の会議を整備、開催した。
・福祉相談機関連絡会
　福祉相談機関連携　8回開催
・相談機関ネットワーク会議
　福祉と他分野連携　1回開催
・子ども家庭総合支援連絡会
　子ども施策関係機関連携　　毎月定例開催

円滑な連携が保てるよう手法を見
直しながら、継続し会議開催してい
く。

実施 実施 実施 実施 実施
相談機関ネット
ワーク会議の
開催回数

未実
施

年1回 年2回

健康対策課

【地域ケア会議】
分野横断する課題の庁内や関係機関との連携体
制の確立し、個別ケースの検討を通して、利用者
支援と同時に、介護支援専門員の実践力も高めな
がら、地域ケア会議を機能させた。
実施回数　　4回
検討ケース　4件

【地域ケア推進会議】
個別課題の検討・抽出を行い、町村単位で協議・
検討し政策形成につなげる場を設けた。
実施回数　　1回

町内医療機関を含む関係機関との
連携を深め、個別ケースの検討を
通して、利用者支援と同時に介護
支援専門員の実践力も高めなが
ら、地域ケア会議を機能させてい
く。

実施 実施 実施 実施 実施

地域における総
合相談・支援体
制の拡充

福祉課

民生児童委員の相談活動を支援するため助成を
行った。

継続して助成を行い活動支援を
行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（２）情報発信・情報共有の充実

福祉課

・子育て関係行政サービスを紹介するパンフレット
などを作成し、窓口に設置した。
・新たな制度や変更点について町報、ホームペー
ジを活用し手周知を行った。

引き続きわかりやすい福祉情報の
提供に努めていく。

実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

高齢者のための各種福祉サービス一覧を作成した
ものを窓口に置き、必要に応じて渡した。またホー
ムページに掲載しいつでも閲覧及びダウンロードで
きるようにした。

高齢者に関する介護保険に関する
サービス給付以外の福祉サービス
について随時見直し、一覧表にして
提供する。

実施 実施 実施 実施 実施

次回ア
ンケー
トでの
把握
内容

社会福祉協
議会

サービス利用促進につながるよう福祉情報を広報
紙、ホームページ、チラシ、ふくしの集い等で住民
に周知した。
【ふくしの集い関係5.19.39】

引き続き、様々な媒体や機会を通じ
て福祉情報の提供に努めていく。

実施 実施 実施 実施 実施

企画課

広報紙、区長便配布チラシ、テレビ番組、文字放
送、ホームページを中心に、情報を伝える手段を検
討した。

引き続き情報伝達ツールを検討す
る。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

生活困窮自立相談事業においてSNSを活用した相
談対応を行った。

引き続き効果的な活用に努める。

実施 実施 実施 実施 実施

相談窓口の連携

◆地域における相談体制の充実
を図るため、身近な相談相手で
ある民生委員・児童委員の活動
を支援します。

◆各分野で整備される様々な相
談窓口間で円滑な連携を図り、
複合的な地域生活課題に支援機
関が連携して対応できる体制を
構築していきます。

具体的な施策

◆支援を必要とする人や福祉
サービスを利用する人が、必要
とする情報を得ることができる
よう、分かりやすくきめ細やか
に情報を提供します。

◆必要な人が必要な情報を適切
に選択できるよう、広報誌や
ホームページをはじめ様々な情
報発信ツールを活用し、わかり
やすい情報提供に努めます。

わかりやすい福
祉情報の提供

情報手段の効果
的な活用

◆支援を必要とする人が、必要
なときに、必要とする福祉情報
を得ることができるよう、広報
誌やホームページ等を活用し情
報を提供します。

◆ＳＮＳ等、利用しやすいツー
ルの活用を検討していきます。

福祉サービス
に関する情報
の入手状況
「十分できてい
る」、「まあまあ
できている」と
回答した割合

20% 増加

情
報
発
信
・
情
報
共
有
の
充
実

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

福祉課

民生委員・児童委員が、住民の多様な相談に的確
にアドバイスができるよう、研修会や情報提供等を
行った。

引き続き研修会や情報提供等を
行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

地域へのアウトリーチと連携による提供体制強化と
して以下の取り組みを行った。
・地域座談会はコロナ禍により中止となった。
・愛の輪運動推進会議を5地区で開催し、将来を見
据えた地域づくりに向けて意見交換を行った。
・各種事業及び団体事務の事業を通じてニーズの
把握に努めた。

引き続き様々な事業や機会を活用
して、ニーズと課題を把握できるよ
うに努ていく。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（３）福祉サービスの充実

福祉課

民生委員・児童委員が、住民の多様な相談に的確
にアドバイスができるよう、研修会や情報提供等を
行った。

引き続き研修会や情報提供等を
行っていく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

配食サービス事業を実施し、定期的な見守り活動
や日々の生活状況の把握に努めた。
年175回、3,021食

引き続き見守りや安否確認が必要
なケースについて、配食サービスの
提供を実施をしていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

友愛訪問事業を実施し、定期的な見守り活動や
日々の生活状況の把握に努めた。
対象者136人

引き続き見守りや安否確認が必要
なケースについて友愛訪問を実施
をしていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

日常の生活支援を助け合う住民主体の仕組みを
構築する推進役として、生活支援コーディネーター
を配置し、地域での取り組みを行った。

引き続き生活支援コーディネーター
の地域での取り組みを推進してい
く。 実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

地域で子育ての助け合いを行う仕組みとしてファミ
リーサポート事業を新設した。

引き続きニーズに応じたサービスの
新設、見直しを検討していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

独居世帯や高齢者世帯などの本人以外の世帯員
からの支援が十分ではない方のため、届いた書類
の内容理解や書類記載を訪問し支援する「読み書
きサポート事業」を新設した。

既存事業や公的サービスで対応で
きないニーズや課題に対して、随時
サービスの新設を検討していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

各分野でケース検討会議等を行い、総合的なマネ
ジメント力の向上を図った。また、各種相談業務で
は個別ケースに応じて支援機関等とも連携して各
ニーズに合うよう調整を図った。

継続してマネジメント力が強化でき
る体制を充実に努め、ニーズに応
えられるよう努めていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

南部箕蚊屋広域連合の居宅介護支援事業所のケ
アマネジメント業務を推進するため事例を通したケ
アマネジメント支援会議を開催した。
実施回数　3回

居宅介護支援事業所のケアマネジ
メント業務の推進とケアマネジメント
技術の向上を目的に、事例を通し
て視点の確認、知識の共有を図る
ための支援会議を実施していく。

実施 実施 実施 実施 実施

◆民生委員・児童委員に適切な
情報提供を行い、福祉サービス
の情報の周知を図ります。

◆配食サービス等による見守
り・訪問活動等を継続します。

◆地域住民や地域組織による自
主的な活動が実現するよう支援
します。

◆利用者ニーズに応じてサービ
スの新設、見直しを検討してい
きます。

◆マネジメント機能を強化し、
一人ひとりに応じたサービス提
供を推進します。

身近なところで
の情報共有の充
実

◆民生委員・児童委員等への情
報提供を強化し、地域での情報
提供・共有体制の強化を図りま
す。

◆地域へのアウトリーチと連携
による情報収集・提供体制を強
化します。

インフォーマル
（制度外）サー
ビスの充実

利用者ニーズに
応じたサービス
づくり

具体的な施策

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

福祉課

福祉サービスの充実のため、所管分野のサービス
の量、質の確保のため施設、事業所への監査、指
導、協議を行った。

引き続き関係事業所に対し協議、
指導、監査等を行い、サービスの質
量が確保できるよう努めていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

介護、生活支援サービスの充実のため、所管分野
のサービスの量、質の確保のため施設、事業所へ
の監査、指導、協議を行った。

引き続き関係事業所に対し協議、
指導、監査等を行い、サービスの質
量が確保できるよう努めていく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

苦情処理解決第三者委員会を設置し、第三者の意
見も反映させながら苦情等に対して適切に対応し
た。
介護サービスにおいて、運営指導を受けて指摘の
あった内容について取り組んだ。

苦情処理解決第三者委員会、定期
的な監査・指導によって適切なサー
ビスの質の確保に努めていく。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（４）権利擁護の推進

福祉課

制度の普及啓発のため法人後見支援事業を県西
部9市町村共同委託の形で実施した。
委託先：一社）権利擁護ネットワークほうき
共同委託総額：246,768円
うち伯耆町分：　11,490円

継続して事業に取り組み、法人後
見制度の浸透を図っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

障がいにより市町村長の後見開始の審判等の請
求を要する者への支援のため「成年後見制度利用
支援事業」を実施した。
利用実績　0件

申請が出た場合対応できるよう事
業を維持していく。

実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

身寄りがない、経済的虐待を受けているなど特に
必要があると認めるときは、市町村長が後見開始
の審判等の請求を行うもの。
利用実績　0件

継続して、支援の必要な高齢者の
利用促進を図り、高齢者の権利擁
護を進めていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

中核機関としての役割を果たすため、一般社団法
人権利擁護ネットワークほうきに業務の一部を委
託し、高齢者の成年後見制度の活用を推進した。
ネットワークほうきでの相談受付　　109件

成年後見制度等に係る専門的な法
的支援が必要な相談等について、
弁護士、司法書士、税理士、社会
福祉士、行政書士、精神保健福祉
士などで構成する「一般社団法人
人権擁護ネットワークほうき」に委
託し、制度利用の推進をしていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

認知症高齢者等のうち判断能力が不十分な方を対
象に、福祉サービスの利用援助や金銭管理サービ
スを行う「福祉サービス利用援助事業」を実施し
た。
利用者10人　R4年度末

引き続き取り組みを推進し、支援を
必要とする人の制度利用に繋げて
いく。

実施 実施 実施 実施 実施

45%

◆個別計画に基づき、関係機関
と連携してサービスの提供体制
の充実に取り組みます。

◆適切なサービス提供が行われ
るように事業所の指導や苦情解
決等に取り組みます。

◆サービスの質の向上を図るた
め、人材の育成に努めます。

◆関係機関と連携し、制度の普
及啓発を図り、制度の利用につ
なげます。

◆必要に応じて、成年後見町長
申し立てや成年後見人報酬助成
を行います。

◆成年後見制度の利用促進のた
め、専門職による専門的助言等
の確保や広報・相談支援等の中
核的な機能を担う機関を設置し
ます。

増加

増加

次回ア
ンケー
トでの
把握
内容

次回ア
ンケー
トでの
把握
内容権利擁護、成年

後見制度の周知
と利用促進

町の福祉施策
に対する満足
度
「満足してい
る」、「ある程度
満足している」
と回答した割合

具体的な施策

介護・福祉・生
活支援サービス
の充実と質の確
保

成年後見制度
の認知度
「制度内容を含
め知っている」
と回答した割合

27.9%

権
利
擁
護
の
推
進
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

福祉課

関係機関との情報共有を図り、支援につなげること
きた。
・要保護児童ケース　41件（R4年度末）
・要対協個別支援会議開催　70回

関係機関と連携を図り、児童虐待
防止対策の充実と支援体制の強化
を図っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

障害者虐待の防止、擁護者に対する支援を虐待防
止センターにて実施。
相談対応件数　0件

引き続き障害者虐待の防止啓発
や、関係機関との連携を充実させ、
支援体制の充実を図っていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

・町ホームページで高齢者虐待の考え方、地域で
高齢者虐待を疑うケースがある場合の相談先など
を周知した。また、南部箕蚊屋広域連合の広報誌
「やまびこ」でも周知した。
・関係機関等との連携や情報共有を図り、高齢者
虐待の早期発見・早期対応に努めた。
相談対応件数　　9件

・継続して、高齢者虐待についての
考え方や、気づいた時の対応方法
などを周知していく。
・継続して、関係機関と連携し、早
期発見・早期対応と、虐待につなが
らないように家族支援を行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

教育委員会

人権を尊重する住民意識の醸成するため.、ひまわ
りセミナー、伯耆町人権フォーラム、人権啓発標語
等を通じて各種の人権課題の啓発を行った。

引き続き、各事業を通じて効果的な
啓発に努めていく。

実施 実施 実施 実施 実施

総務課

男女平等の住民意識の醸成のため、男女共同参
画推進計画に基づき、意識啓発に関する広報を実
施した。（広報ほうき、ＣＡＴＶ、防災無線）

引き続き広報を実施していく。

実施 実施 実施 実施 実施

関係各課

関係各課の計画や所管事業において住民同士が
支え合いながら暮らす地域づくりを推進を基本とし
た取り組みを推進した。

引き続き所管事業を通じて支え合
いの理念周知の取り組みを行って
いく。

実施 実施 実施 実施 実施

◆高齢者、障がい者や子どもに
対する虐待の防止に向け、住民
への意識啓発を行います。

◆関係機関等との連携や情報共
有を図りながら、早期発見・早
期対応して事件・事故の未然防
止に努めます。

◆お互いの人権を尊重すること
の重要性を正しく認識し、他者
の人権を十分尊重した行動が取
れるように人権教育・人権啓発
を推進します。

◆家庭生活や地域での社会活動
に男女が対等に参画することが
できるよう取り組みを推進しま
す。

◆心のバリアフリーにつながる
取り組みの推進により地域住民
が支え合う理念の周知を図りま
す。

虐待の未然防止
と早期発見、早
期対応

人権教育・男女
共同参画の取り
組み推進

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

主要な施策（５）配慮が必要な人への支援

福祉課

福祉に関する相談窓口として、法制度等に基づき
生活困窮者、障がい者、児童、ひとり親などの相談
に対応した。

必要に応じ課の相談機能を充実し
ていく。

実施 実施 実施 実施 実施

友愛訪問事業を実施して地域で支援が必要な人を
把握し、支援のため関係機関に繋いだ。

引き続き活動を推進するとともに、
様々なアウトリーチ手法を検討し、
配慮が必要な人の早期発見に努め
ていく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉委員による見守り活動により活動地域で支援
が必要な人を把握し、支援のため関係機関に繋い
だ。

引き続き活動を推進するとともに、
様々なアウトリーチ手法を検討し、
配慮が必要な人の早期発見に努め
ていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

孤立の防止や地域づくり推進として以下の事業を
実施し地域づくりを推進した。
①サロン事業の取組推進　サロン助成37集落
②支え愛マップづくり　3集落

引き続き事業に取り組み、地域づく
り活動を推進していく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

生活困窮者自立支援事業を実施し生活が困窮す
る人の支援を行った。
・生活困窮自立支援事業
伯耆町社会福祉協議会に事業を委託
委託料　6,859千円
・住居確保給付金　申請　0件

R6以降の生活困窮の必須事業見
直しに伴い家計改善支援事業、就
労準備支援事業の事業化を検討し
ていく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

生活困窮者自立支援事業として以下の事業を実施
し生活が困窮する人の支援を行った。
・生活困窮自立支援事業　新規相談12人
・生活福祉資金貸付事業　貸付件数10件
・えんくるり事業　利用者1人

引き続き事業を継続し、生活に困っ
た方が自立した生活ができるように
サポートしていく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

ひとり親家庭の父又は母に就職を容易にするため
に必要な資格の取得を促進するため当該資格に
係る養成訓練の受講期間に給付金を支給した。
母子家庭自立支援給付金
　支給人数　1人

引き続き、該当者に給付金を支給
していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

◆引きこもり、障がい、ひとり
暮らし、ひとり親等についてそ
れぞれの相談窓口の体制を強化
し、当事者意識に立ちながら、
対象者が地域社会との繋がりが
保てるよう支援していきます。

◆友愛訪問等のアウトリーチを
通して、配慮が必要な人を早期
に発見し、必要な支援策に結び
付けます。

◆サロン活動や支え愛マップづ
くりを通じて、地域づくりを推
進していきます。

地域社会からの
孤立の防止

配
慮
が
必
要
な
人
へ
の
支
援

貧困等で生活が
困難な人の生活
支援

◆自立した生活が困難に陥って
いる人を、地域や関係機関と連
携して把握し、自立や就労に向
けた相談や金銭的支援を行いま
す。

具体的な施策

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標1 安心して暮らせる仕組みづくり  伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋑所管内容施策 備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

自死予防の推進 健康対策課

心の健康づくり推進の取り組みを実施した。
＜定期実施型＞
臨床心理士による個別面談を定期で実施した。
実施回数　4回
相談者数　延べ4人
＜随時実施型＞
自死につながる様々な課題を抱える者に対する相
談支援として、臨床心理士による個別のカウンセリ
ングを随時実施した。
実施回数　14回
相談者数　延べ19人

精神疾患の早期発見・早期治療に
努め、必要な医療やサービスにつ
なげていく。

実施 実施 実施 実施 実施

子どもの安全の
確保

教育委員会

登下校時の犯罪や事故防止のため、岸本地域に1
人、溝口地域に1人、計2人のスクールガードリー
ダーを配置した。

登下校時の犯罪や事故防止のた
め、子どもたちの安全を見守り体制
を整備していく。 実施 実施 実施 実施 実施

住民課

消費生活相談の取り組みを以下のとおり実施し
た。
・相談窓口の開設　件数9件
・出前講座　3回開催

悪質商法契約のトラブル、食品や
製品にかかわる事故及び特殊詐欺
などの被害相談の解決に向けた助
言・注意喚起を行う。老人クラブ等
の要望により消費生活講座の出前
講座を行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

住民課

地域包括支援センターが実施している「伯耆町認
知症SOSネットワーク」に「伯耆町消費者安全確保
地域協議会（見守りネットワーク）」の機能を持たせ
ることとした。

伯耆町認知症SOSネットワークに見
守りネットワークの機能を持たせる
ことで情報共有及び見守り体制の
強化を図っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

◆被害発生情報を速やかに周知
するとともに、消費生活相談の
解決に向けた助言を行います。

◆相談内容により、他の相談窓
口との連携を図ります。

◆登下校時の犯罪や事故防止の
ため、スクールガードリーダー
の配置等により、子どもたちの
安全を見守ります。

◆相談体制を強化するととも
に、精神疾患やメンタルヘルス
についての普及啓発を行い、地
域における心の健康づくり推進
体制の整備を行います。

消費者被害の防
止

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

主要な施策（１）地域福祉意識の高揚

福祉課

伯耆町社会福祉協議会が実施するボランティア推
進事業に要する経費を対象に補助金を支出し、ボ
ランティアセンターの運営を支援した。
＜補助率＞10/10
＜支出済額＞449千円

福祉教育活動の推進するため、引
き続き事業に要する補助を実施して
いく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

夏休みふくしボランティア体験交流事業を実施して
いるが、R4年度はコロナ禍で未実施となった。

従来通り、夏休みを中心で学校の
要請するメニューに沿って事業を実
施していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

福祉教育や福祉ボランティア体験イベントとして車
いす・高齢者疑似体験を町内全小中学校で実施し
た。

従来通り、夏休みを中心で学校の
要請するメニューに沿って事業を実
施していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

福祉啓発を目的としたイベントを行った。
ふくしの集い　令和5年11月26日
役場健康対策課「健康づくりフォーラム」と共同開催

継続して福祉啓発のイベント開催に
取り組んでいく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

障がいの特性理解や理解意識の啓発を目的とした
「理解促進研修・啓発事業」を県西部9市町村共同
委託の形で実施した。
委託先：社）あしーど
共同委託総額：389,864円
うち伯耆町分：　18,152円

継続して鳥取県西部障害者自立支
援協議会で西部圏域の障害福祉に
関する研修事業を企画し障害や制
度理解を進めていく。 実施 実施 実施 実施 実施 66.8% 増加

健康対策課

認知症の基礎知識や予防方法、町が実施している
事業、脳を活性化させる脳トレ等を掲載した「オレン
ジガイド」毎月広報ほうきに差し込みし発行した。
発行回数　12回
発行数　　3,900枚/回
設置場所　生活相談室、分庁総合窓口か、各図書
館、各公民館、文化センター、社協の窓口、ゆうあ
いパル、みぞくちテラソ、ポッポみらい

引き続き、認知症に関する正しい知
識の普及啓発を図り、自分事として
認知症をとらえることにより、認知症
になっても安心して暮らし続けること
ができる地域づくりを目指す。 実施 実施 実施 実施 実施

企画課

担当課・関係者からの要請により情報発信を行っ
た。
ニュース　16本（老人クラブの活動）
コーナー　2本（地域福祉推進プラン／ファミリーサ
ポート事業）

引き続き、番組制作を通じ地域福祉
の情報発信に取り組んでいく。

実施 実施 実施 実施 実施

地
域
福
祉
意
識
の
高
揚

施策

福祉教育・福祉
体験活動の推進

具体的な施策

地域福祉につい
ての意識啓発の
推進

◆学校や地域と連携し、福祉教
育や福祉ボランティア体験イベ
ントを実施します。

◆住民が参加しやすい活動づく
りやコーディネートを推進しま
す。

◆地域福祉への理解を深め、協
働する意識を高めるため、ふく
しの集い等の福祉啓発イベント
を開催します。

◆障がいの特性や障がいがある
人への必要な配慮を正しく理解
するための意識啓発を図りま
す。

◆認知症に関する正しい知識の
普及啓発に努めます。

◆地域福祉に関する番組を制
作・放送し、意識啓発を行いま
す。

㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容

住民相互の協
力関係につい
ての認識
住民相互の自
主的な協力関
係が「必要だと
思う」と回答し
た割合

備　考

次回ア
ンケー
トでの
把握
内容

㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

施策
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容 備　考
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管

主要な施策（２）福祉ボランティア活動の推進

ボランティアセ
ンターの充実と
ネットワークづ
くり

社会福祉協
議会

ボランティアセンターとしてボランティア活動の支援
に取り組んだ。
・認知症予防教室ボランティア　参加者206人
・ゆるっとボランティア　22回実施、参加者42人

既存の事業を継続しながら、より幅
広いボランティアの依頼や派遣を調
整できるように機能の充実を図って
いく。 実施 実施 実施 実施 実施

伯耆町社会福
祉協議会ボラ
ンティアセン
ターに登録して
いる人数

44人 50人

企画課

文字放送や区長便等での情報提供や広報誌掲載・
番組制作でボランティア活動の報告機会を設けた。

引き続き情報提供や活動報告の場
を設け、必要に応じて活用ができる
状態を整備する。 実施 実施 実施 実施 実施 社協見通しに準拠

社会福祉協
議会

ボランティア情報の提供、収集を行った。
・広報紙でゆるっとボランティアの紹介と募集
・ボランティアセンターだより　R4未実施

ボランティアセンターだより、広報紙
を活用して住民にボランティア情報
を周知していく。 未実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

ボランティア活動人材の発掘・育成に取り組んだ。
・ゆるっとボランティア
・入門講座（R4未実施）

ゆるっとボランティアを継続実施し、
ボランティアの裾野を広げる。ボラン
ティア人材の裾野が広がるようにボ
ランティア入門講座の開催を検討し
ていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

広報紙でゆるっとボランティアの参加者を募集した。 ボランティアセンター機能を強化し
つつ、幅広いボランティア参加を募
れるよう体制を整備していく。 実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

社会福祉協議会が実施するボランティア推進事業
に対し補助金を交付した。
　助成額　449,320円

引き続き社会福祉協議会へ補助金
を交付し、ボランティアセンターの機
能強化を図っていく。 実施 実施 実施 実施 実施 社協見通しに準拠

社会福祉協
議会

ボランティア養成講座を開催しているが、コロナ禍に
よりR4年度は未実施。

分野別ボランティア養成講座の開催
を検討し、ニーズに応じたボランティ
ア人材を育成していく。 未実施 検討 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

ボランティア関連研修へ参加した。 研修会や養成講座に参加しコーディ
ネート機能強化に努めていく。 実施 実施 実施 実施 実施

増加

ボランティアや
地域の活動へ
の参加意向
「現在参加して
いる」、「今後参
加したい」と回
答した割合

48.9%

次回ア
ンケー
トでの
把握
内容

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進

具体的な施策

◆ボランティアに関する情報の
収集と発信を行います。

◆ボランティア活動を担う人材
の発掘、育成を行います。

◆ボランティア活動報告や参加
者募集等の情報提供を行いま
す。

◆継続的な活動で何らかの効果
が期待できるボランティア活動
は、維持・発展できるよう環境
を整えていきます。

◆住民のニーズや意欲をふまえ
た多様な福祉ボランティア講座
の開催を検討します。

◆福祉ボランティアのコーディ
ネート機能の強化を図ります。

ボランティア活
動の周知・啓発

継続的な取り組
みへの支援

◆福祉ボランティアに関する関
係団体・個人との連携を強化
し、福祉ボランティアセンター
の機能の充実を図ります。
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

施策
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容 備　考
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管

主要な施策（３）小地域福祉ネットワーク活動の推進

福祉課

高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心
して暮らせる社会づくりを推進するため、老人クラブ
連合会及び単位老人クラブへ運営費を助成した。
連合会　　　　　694千円
単位クラブ　　2,398千円（38クラブ）

継続して地域住民が参加できる事
業が推進できるように助成していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

身近な地域で支えあいの輪を広げ、安心して暮らせ
る地域づくりの推進役である福祉委員の設置など
以下の取り組みを行った。
①福祉委員を通じた小地域福祉活動の推進　福祉
委員84集落、133名
②福祉委員を対象にした研修会の実施
③サロン活動
・ふれあいサロン活動
・老人クラブによるサロン、いきいき百歳体操、eス
ポーツ体験など集いの場

福祉委員活動の活性化を図ってい
く。

実施 実施 実施 実施 実施

企画課

集落の自治活動の振興を支援するため地域自治活
動交付金を交付した。
89集落　13,207,180円

納税組合集金手数料の年次的減額
に伴い、R5年度より基礎算定額を
4,000円から5,000円に拡充する。 実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

地域における福祉活動の推進のため助成を行っ
た。
・民生児童委員協議会運営補助金
　＜交付額＞2,288千円
・伯耆町社会福祉協議会補助金
　＜対象事業＞愛の輪運動事業
　＜補助率＞5/10
　＜交付額＞471千円

小地域福祉ネットワーク活動を推進
するため、引き続き事業に要する補
助を行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

住民の地域福祉活動への働きかけとなる座談会は
コロナ禍のためR4年度未実施

座談会やマップづくりを中心にして
地域のニーズをキャッチし、事業展
開に活かせるようにしていく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

災害時に避難行動に支援が必要となる「要援護者」
や、その支援を行う「支援者」、避難所やその経路、
地域の危険箇所等の情報を記載し、避難や支援を
迅速行うための手段として活用する地図を各地域
の自治会とともに作成した。
支え愛マップづくり　3集落

マップづくりを進めていく中で、各地
域の課題についても集約、検討し、
関係機関に繋ぐなど必要に応じた
対応をしていく。 実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

「生活支援コーディネーター」と「協議体」を設置し、
地域における支え合い活動を推進した。

引き続き生活支援コーディネーター
の地域での支え合い活動の取り組
みを推進していく。

実施 実施 実施 実施 実施

小
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
活
動
の
推
進

◆地域の絆づくりにつながる住
民参加の事業の開催を支援しま
す。

◆自治会、福祉委員と協働し、
地域おける福祉活動への理解と
推進に取り組みます。

◆小地域福祉ネットワーク活動
の基礎となる自治会活動の支援
を行います。

◆住民が地域福祉を「我が事」
として考え、行動できるように
働きかけます。

◆地域へのアウトリーチ活動を
推進し、地域課題の把握と解決
に向けた検討を行います。

具体的な施策

支え合い活動の
推進

小地域福祉ネッ
トワーク活動の
構築
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

施策
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容 備　考
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管

健康対策課

介護支援ボランティア養成講座を実施した。
参加者数　4人
修了証書交付者数　3人
フォローアップ受講者　　8人
講座数　　5回
今後は、実施主体を社会福祉協議会に移行し、後
方支援を行う。

社会福祉協議会と協働で2年に1回
介護支援ボランティアを養成し、各
種介護予防事業で活躍することで、
住み慣れた地域で安心して暮らし続
けることができる地域づくりを行って
いく。

実施 実施 実施 実施 実施 事業継続中（隔年実施）

介護支援ボラ
ンティア養成講
座の受講者数

6人 3人 20人

社会福祉協
議会

福祉委員制度によって、地域福祉活動への住民参
加を促した。

引き続き福祉委員制度等の地域福
祉活動が活性化するように、住民の
活動参加を促していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

地域福祉活動を担う人材の育成を以下のとおり取り
組んだ。
・愛の輪運動推進会議
・福祉委員研修会　　R4は同時開催

引き続き人材育成に繋がる講座や
研修会を企画、推進していく。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（４）福祉活動への支援

福祉課

地域の自主的な福祉活動団体団体に対して助成を
行った。
老人クラブ（単位、連合会）、敬老会、身体障害者福
祉境界、日赤奉仕団

引き続き各種福祉団体の活動が活
性化するように助成を行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

健康対策課

オレンジカフェを運営する団体または個人に対し、
補助金を交付し、認知症になっても住み慣れた地域
で、安心して尊厳あるその人らしい生活が継続でき
るようにするとともに、認知症の人の家族負担を軽
減した。
補助金交付対象　1団体
補助金交付額　　39,000円

オレンジカフェ開催団体を、現在の1
団体から2団体に増やすことで、事
業内容の強化や交流機会の増加を
目指す。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

年間を通じて各種団体の研修、学習活動を企画、
実施した。
老人クラブ、赤十字奉仕団、身体障害者福祉協会

引き続き各種団体の研修、学習活
動を企画て団体活動の活性化を
図っていく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

①各種団体の事務局を担った。
身体障害者福祉協会、遺族会、老人クラブ、
赤十字奉仕団
②自治会や福祉団体の活動資金を助成した。
福祉委員活動助成、サロン助成

継続して事務局を担い、各種団体を
維持し、その活動促進を図ってい
く。

実施 実施 実施 実施 実施

具体的な施策

各種福祉活動団
体への支援

福
祉
活
動
へ
の
支
援

地域福祉の担い
手づくり

◆地域の実情に応じ自主的に活
動する様々な活動団体の活動を
支援することにより、支え合い
の地域づくりを推進します。

◆各種団体の研修活動を推進
し、活動の活性化を図ります。

◆各種団体の事務局を担うとと
もに、自治会や福祉団体の活動
資金を助成します。

◆高齢者が住み慣れた地域で安
心して暮らすために、地域や介
護保険施設等においてボラン
ティア活動を行う「介護支援ボ
ランティア」を養成します。

◆地域福祉活動に、住民が担い
手として参加できるきっかけづ
くりを推進します。

◆講座や研修会を通じて、地域
福祉活動を展開できる人材を育
成します。
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

施策
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容 備　考
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管

団体間の交流・
連携の促進

社会福祉協
議会

団体間の交流・連携の促進はR4年度未実施。 各団体間の交流や連携が促進でき
るような場の検討をしていく。

未実施 検討 実施 実施 実施

企画課

文字放送や区長便などで福祉活動担当課が周知し
たい福祉情報を提供できるような場を設けた。

引き続き情報提供の場を設け、必
要に応じて活用ができる状態を作っ
ておく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

愛の輪推進会議を通して地域の福祉課題について
地福祉委員、民生委員へ情報提供、意見交換、情
報収集を実施した。

地域福祉活動の先進的な事例や専
門的内容、制度情報等の情報を積
極的に収集し、その担い手に情報
提供していく。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（５）社会福祉協議会との連携強化

社会福祉協議会
へ活動支援と連
携強化

福祉課

地域福祉活動の推進を図るため補助を行った。
伯耆町社会福祉協議会補助金62,857千円
＜対象事業＞事務局運営、老人福祉センター運
営、愛の輪運動、日常生活用具貸与、ボランティア
推進、さわやか福祉

引き続き伯耆町社会福祉協議会の
活動推進のための補助を行うととも
に、活動の連携の強化を図ってい
く。 実施 実施 実施 実施 実施

住民と社会福祉
協議会の協働に
よる福祉的課題
の検討

社会福祉協
議会

住民と地域の福祉的課題を考える場として、以下の
取り組みを行い、地域の課題の共有を図った。
①座談会（コロナ禍のため未実施）　　②福祉委員、
サロン　　③支え愛マップづくり

引き続き各種事業を通じ把握した地
域課題について関係機関との課題
共有や解決策の検討に取り組んで
いく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

地域福祉推進の中核を担う組織として、関係機関と
のネットワークを形成し、地域福祉の推進に向けた
体制の充実や、スタッフの専門性を高めるよう組織
体制充実の取り組みを行いました。
①内部・外部研修への参加　　　②資格取得助成
③職員会議、ミーティング実施

研修参加や資格取得を積極的に図
り、スタッフのスキルアップや組織の
基盤強化を図っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

増加

社会福祉協
議会

安定的な法人経営のため、以下の取り組みを通じ
て財政基盤強化を図った。
①社協会員加入促進
②共同募金事業
③各種補助金・助成金の積極的活用
④健康増進事業

継続して会員加入促進と収益確保
に取り組んでいく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉活動情報の
提供

社会福祉協議会
の基盤強化

◆一体的な地域福祉活動が展開
できるように、各種団体間の交
流や連携の促進を図ります。

◆連絡会や研修会を通じて、活
動に関する情報共有や連携を図
ります。

◆福祉活動への理解・認識を深
めるため、福祉活動団体に関す
る情報の提供を行います。

◆地域福祉の担い手や専門機関
の活動を支援するため、必要な
情報の収集を行うとともに、積
極的な情報提供に取り組みま
す。

具体的な施策

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化

◆地域福祉の推進に向けて、社
会福祉協議会との連携強化及び
活動支援を行います。

一般
会員
2,504
世帯
特別
会員
30企
業・団
体
賛助
会員4
人

◆住民と社会福祉協議会が事業
を通して地域の福祉的課題を共
有し、どのように解決していく
のか一緒になって考える場を設
けます。

一般
会員
2,477
世帯
特別
会員
25企
業・団
体
賛助
会員4
人

社会福祉協議
会の会員数

◆人材育成、確保、定着によ
り、組織力・専門性を高めま
す。

◆会員の拡大や収益事業等によ
る財源確保に努めます。
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基本目標2 支え合いの地域づくり

R伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

施策
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋔数値目標及び目標達成状況

内容 備　考
㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

㋓-2各年度の実施見込み（予定）

㋑所管

主要な施策（６）災害時の防災体制の充実

災害時要援護者台帳制度の周知、整備として、各
区長へ登録済みの方の継続意思確認、新規登録
者の取りまとめを依頼し、適宜更新を行った。

引き続き台帳の更新を適宜行って
いく。

実施 実施 実施 実施 実施

災害時要援護者台帳の情報共有として登録者がい
る集落へ更新した台帳を配布した。

引き続き台帳の更新を適宜行って
いく。 実施 実施 実施 実施 実施

総務課

現在、岸本保健福祉センター、岸本老人福祉セン
ター、溝口福祉センター、岸本デイサービスセンター
の4か所を指定している。

必要に応じて住民へ福祉避難所に
ついて周知を図っていく。 実施 実施 実施 実施 実施

総務課

福祉に関する相談窓口として、法制度等に基づき生
活困窮者、障がい者、児童、ひとり親などの相談に
対応した。

引き続き施設及び設備の必要な整
備を行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

教育委員会
り災時対応住宅を2戸1棟を維持管理した。 引き続き必要数を維持していく。

実施 実施 実施 実施 実施

総務課

自主防災組織で必要な物品購入や設備の修繕に
対し、消防施設整備補助金を交付した。
申請件数　22件
交付金額　3,950,000円

引き続き自主防災組織に必要用な
補助金を交付していく。

実施 実施 実施 実施 実施

総務課

防災情報や指導の取り組み
・依頼のあった集落に対し防災勉強会の講師を派
遣した。　1件
・町防災無線を通じ、適宜防災情報を提供した。

防災に関する情報提供や指導につ
いて適宜行っていく。

実施 実施 実施 実施 実施

総務課
伯耆町防災の日に合せて全町対象に避難訓練を
実施した。（区長協議会主催）

引き続き避難訓練を年1回程度実施
していく。 実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

災害時に避難行動に支援が必要となる「要援護者」
や、その支援を行う「支援者」、避難所やその経路、
地域の危険箇所等の情報を記載し、避難や支援を
迅速行うための手段として活用する地図を各地域
の自治会とともに作成した。
支え愛マップづくり　R4　3集落

マップづくりを進めていく中で、防災
訓練や避難訓練についても検討を
行い、必要に応じて実施していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

ボランティアセンターの整備はR4年度は未実施。 災害ボランティア研修を開催し、ま
ずは災害ボランティアについての理
解を促進していく。 未実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

鳥取県内社会福祉協議会災害時の相互応援協定
を締結した。

県社協を中心に県内社協で応援協
定を結び、広域災害支援の連携体
制を充実させていく。

実施 実施 実施 実施 実施

増加

自主防災組織へ
の支援

◆災害時に住民が落ち着いた避
難行動をとれるよう、避難訓練
等の防災訓練を実施します。

防災訓練の実施

避難所等の整備

災害時要援護者
台帳制度の周
知、推進

◆災害時要援護者台帳制度につ
いて、区長協議会等で周知しま
す。

◆整備した災害時要援護者台帳
は関係行政機関、自治会等で情
報共有を図ります。

具体的な施策

災
害
時
の
防
災
体
制
の
充
実

総務課

300人災害時要援護
者台帳登録者
数

409人

災害ボランティ
アセンターの機
能強化

◆平時の地域組織との繋がりと
連携を図りながら、実際の災害
を想定した災害ボランティアセ
ンターの整備を図ります。

◆災害支援に取り組むＮＰＯ等
や全国各地の支援団体とのつな
がりを活かした被災者支援がで
きるよう、広域災害支援ネット
ワークとの連携を進めます。

◆自主防災活動で必要となる物
品購入や設備更新に対して支援
を行います。

◆自主防災組織に対して防災に
関する情報提供や指導を行いま
す。

◆要配慮者が安心・安全に避難
所生活を送るための福祉避難所
を指定します。

◆避難の実施に必要な施設・設
備の整備に努めます。

◆町営住宅にり災時等対応居室
を確保します。
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 基本目標3 いきいきと暮らせる環境づくり 伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

主要な施策（１）地域における交流活動の充実

健康対策課

伯耆町障がい老人をささえる家族の会が行う介護
家族のつどい、家族介護教室などを行うための事
務的な補助と専門職の派遣を行った。
実施回数　　11回
会場　　パルプラスオンの和室または溝口公民館
和室（交互）
派遣職員　保健師、認知症地域支援推進員

引き続き、当事者やその家族、知人
などが気軽に集まり、和やかな雰囲
気の下で交流を楽しみながら、高齢
になっても住み慣れた地域で安心し
て尊厳あるその人らしい生活が継
続できるようにするとともに、その家
族の負担を軽減するため、活動拠
点の運営をサポートする。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

子育て支援センターで、子育てに関する情報提供、
手作りおもちゃの講習や遊びの紹介、保護者のス
トレス軽減のための活動、季節に合わせた交流行
事、子育て相談等を実施した。
延べ利用人数：子ども　1,423人、大人　1,370人
延べ利用世帯数：72世帯

子育て支援・交流の場の提供を図
るため、子育て支援センターの運営
を継続して実施する。
また、新たな子どもの遊びの場の整
備について検討する。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

溝口駅前の障害者社会参加推進の施設運営費を
支援した。
実施事業所（伯耆みらい）
補助金額　　2,400,000円
営業日220日、職員体制3人
地域でのふれあい居場所づくりとして、茶話会等の
実施。町内イベントに参加。

障がい者社会参加を推進するた
め、引き続き施設の運営に対し補
助を実施する。
地域で障がい者も参画するふれあ
いの居場所としての活用例が増加
するよう取り組む。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

障がい者の居場所づくりとして身体障害者福祉協
会の活動を支援し、研修会、体育大会、レク活動等
の取り組みを行った。

引き続き事業を実施し、障害者の
生活を支援していく。

実施 実施 実施 実施 実施

関係各課

公共施設の有効活用により交流の場を設けた。
・溝口テラソのセルフカフェを誰でも自由に利用で
き、地域交流の場とし提供している。

引き続き施設を有効活用した、地域
住民の交流の場の整備を推進して
いく。 実施 実施 実施 実施 実施

企画課

地域交流の場の整備として集落が管理している公
民館等の整備に対し補助を行った。
＜公共施設整備事業＞
・公民館等の整備拡充等4件　（坂長、金屋谷、押
口、久古）
・その他付随設備4件　（金屋谷、大原（岸本）、伯
耆ニュータウン、立岩）
・公園整備2件　（スカイタウン、リバータウン）
・墓地外構2件　（根雨原、上細見）

引き続き事業を実施する。

実施 実施 実施 実施 実施

備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

具体的な施策

交流の場、居場
所づくり

㋑所管施策 内容

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

地
域
に
お
け
る
交
流
活
動
の
充

◆高齢者の介護を行っている人
や子育て中の保護者等、同じ悩
みを抱えている人同士が交流で
きる場の充実を図ります。

◆障がい者の居場所づくりの推
進を図るため、日中活動を支援
する取り組みを行います。

◆公共施設を有効に活用し、気
軽に立ち寄ることができる場づ
くりに努めます。

◆交流拠点となる自治会公民館
の整備や交流等の地域活動を支
援します。

◆福祉委員、老人クラブ等と連
携し、気軽に楽しく、身近なと
ころで参加しやすいサロン活動
を実施します。

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標3 いきいきと暮らせる環境づくり 伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

㋑所管施策 内容

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

社会福祉協
議会

身近な地域で参加できるサロン活動として以下の
事業実施を支援した。
・ふれあいサロン活動
・老人クラブによるサロン、いきいき百歳体操、eス
ポーツ体験など集いの場

地域住民が気軽に参加できるサロ
ン活動を維持充実させていく。

実施 実施 実施 実施 実施

ふれあい
サロン開
催回数

67集
落143

回

37集
落
147回

増加

福祉課

障害者社会参加推進活動拠点運営により「ポッポ
みらい」の活動費を助成し障害者と学校や地域と
の交流活動を促進した。

引き続き拠点活動費を助成し、交
流活動を促進していく。

実施 実施 実施 実施 実施

社会福祉協
議会

イベント「ふくしの集い」を開催し交流の機会づくり
に努めた。
開催日　令和4年11月26日（土）
場所　　鬼の館
　伯耆町健康づくりフォーラムと共同開催

継続して企画、開催し、地域や福祉
団体のふれあいの機会を提供す
る。

実施 実施 実施 実施 実施

教育委員会

各公民館、文化センター、図書館で様々な世代へ
の学習機会の提供を図る講座・事業等を実施し、
交流の機会を設けた。

各公民館等で地域住民が参加しや
すい講座・事業等を継続して開催す
る。 実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（２）社会参加・生きがいづくりの推進

シルバー人材セ
ンターへの加入
促進

福祉課

南部広域シルバー人材センターの活動を支援する
ため補助を行った。
補助金額　6,645,144円

南部広域シルバー人材センター活
動を支援するため、引き続き補助を
実施する。

実施 実施 実施 実施 実施

南部広域
シルバー
人材セン
ターに登
録している
人数

348人 339人 400人

生活支援体制の
整備

健康対策課

「生活支援コーディネーター」と「協議体」を設置し、
地域における支え合い活動を推進することで、地
域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを推進
した。
生活支援コーディネーターの設置　2人
協議体の開催　2回
住民主体の通いの場の創出　2箇所（谷川、三部）
広報ほうきへの啓発記事の掲載　3回（5・9・1月号）

引き続き、社協と協働しながら、地
域における支えあい活動を推進す
る。

実施 実施 実施 実施 実施

生活支援
コーディ
ネーター
が支援を
行った住
民主体の
活動団体
数

2件 10件

交流の機会づく
り

具体的な施策

◆シルバー人材センターの活動
に対する支援を行い、高齢者の
生きがいや健康及び地域福祉の
推進を図ります。

◆生きがいづくりと就労機会の
拡大のため、シルバー人材セン
ターの加入促進を図ります。

◆地域における支え合い活動を
推進することで、地域全体で高
齢者・障がい者等の生活を支え
る体制づくりを推進します。

社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

充
実

◆障がい者の社会参加を進める
ため、障がい者と学校や地域と
の交流活動を促進します。

◆地域や各種団体と連携しなが
ら、世代間を超えた交流とふれ
あいの場、地域住民が積極的に
学びあう機会を提供します。

◆地域とのつながりが希薄な人
や地域活動に関わる機会が少な
い人が参加しやすい交流の機会
を設けます。

伯耆町地域福祉推進プラン（R4～R8）
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 基本目標3 いきいきと暮らせる環境づくり 伯耆町地域福祉推進プラン取り組み状況 調査表
R5.12.8

R4
（予定）

R5
（予定）

R6
（予定）

R7
（予定）

R8
（予定）

内容
策定
時

実績
R4

目標
R8

備　考

㋔数値目標及び目標達成状況

㋑所管施策 内容

㋓-2各年度の実施見込み（予定）
㋒Ｒ４年度の取り組み内容
（成果又は達成数値など）
＊未実施・中止はその理由

㋓-1今後の取り組みの方針
（未実施の場合はその理由、課題）

福祉課

障害福祉サービスの提供により就労支援を図っ
た。
就労移行支援　1人
就労定着支援　1人
就労継続支援Ａ型　12人
就労継続支援Ｂ型　63人

障がい者の社会参加を推進するた
め、引き続き就労移行及び就労継
続の支援を実施する。

実施 実施 実施 実施 実施

教育委員会

生涯学習提供の場として、各公民館で高齢者学級
を開催。また、4館合同での研修会、健康対策課と
の共催で「健康づくりフォーラム」を開催した。

各公民館、4館合同での高齢者学
級等を継続して開催する。

実施 実施 実施 実施 実施

主要な施策（３）外出しやすい環境の整備

分庁総合窓
口課

各種障害者手帳所持者及び介護認定を受けてい
る者を対象に、『外出支援サービス』として、自宅か
ら医療機関までの送迎を実施した。（登録制）
登録者数　118人
利用者数　延べ1,283人

引き続き事業を実施する。

実施 実施 実施 実施 実施
外出支援
サービス
登録者数

104人 118人 110人

分庁総合窓
口課

・デマンドバスの利用ニーズに合わせた運行調整
（バス停新設・移設やダイヤ調整）を実施した。
・デマンドバスの利用方法を広報、CATVにて周知
した。
利用者数　延べ18,967人（有償利用）

引き続き事業を実施する。

実施 実施 実施 実施 実施
デマンドバ
ス利用者
数

23,629
人
（R1）

18,967
人

20,000
人

社会福祉協
議会

生活支援コーディネーターと連携して取り組んでい
る「お互い様ネット」で他の福祉課題とともに共助交
通について体制づくりやにニーズの高い地域での
モデル事業を行うことが可能かなどの検討を行っ
た。

当面、継続して検討していく。事業
化は現在未定。

検討 検討 検討 検討 検討

総務課

写真美術館の個別施設計画を作成し、エレベー
ターの改修を実施した。

引き続き必要な部分について検討
していく。

実施 実施 実施 実施 実施

福祉課

民間施設、店舗等のバリアフリー改修を支援する
ため、福祉のまちづくり推進事業を実施した。
助成件数　0件

引き続き事業を継続し、バリアフ
リー環境を整えていく。

実施 実施 実施 実施 実施

バリアフリー環
境の整備

◆公共施設のバリアフリー化を
図るため、個別施設計画等に基
づき、改修を検討します。

◆民間施設、店舗等のバリアフ
リー改修を推進するため、改修
費用の助成を行います。

◆高齢者や障がい者等の交通弱
者に対する移動支援の充実を図
ります。

◆デマンドバス、外出支援サー
ビス等について利用しやすい環
境づくりに努めます。

◆住民同士が助け合い運行する
共助交通の立ち上げを検討しま
す。

◆障がい者の生きがいづくりを
推進するため、就労支援体制等
の充実を図ります。

◆高齢者に生涯学習の場を提供
することにより、健康で生きが
いのある生活づくりを支援しま
す。

生きがいづくり
の支援

移動手段の確保

具体的な施策

外
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備
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